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年
目

Ⅳ　目標・取組及び評価指標等の設定と評価 学校中条小

総合
評価

改善方策

中間評価（10月１日）

改善方策

4 4

福山市立

□指標に係る
　取組状況
◎短期（中期）経営
　目標の達成状況

中期経営目標
プロセス

評価

〇「子ども主体の
び」～特別支援教育
を生かした個別最適
な学びの推進～

達成
評価

評価指標
□指標に係る
   取組状況

プロセス

評価
達成
評価

主体的に学ぶ児童を
育成するために，学
びを充実させる授業
の３Kを踏まえた授
業づくりを行う。
　・教材研究
　・関係性
　・環境整理

★

重
点

分
類

短期経営目標
目標達成に
向けた取組

最終評価（２月末）

3 ①育成したい資質・
能力を基に教科横断
的な視点で相互の関
連付けや手立てを考
える。
　・家庭学習
　・読書活動

○児童アンケートで
学びに関する質問に
おいて，肯定的評価
を８５％以上にす
る。

□児童アンケートの
学びにおける肯定的
評価は80.9%だっ
た。（職員アンケー
トの肯定的評価は
96.7％）表③参照

②ねらいに応じて自
己選択自己決定しな
がら学びに向かえる
よう個別最適な学び
となる授業づくりを
追及する。
・リフレクションを
通した学びの調整

○学力の伸びを分
析，検証していく場
の設定
・年間を通して
・学力調査等正答率
４０％以下の児童の
割合

・「家庭学習の充実(量・
質)」「読書活動の充実」
を掲げ、各学年において
短期・中期改善計画を考
え、全体で共有しながら
取組を推進していく。
・保護者、地域と課題・
展望を共有し、共に改善
に向けて取り組む。
・「ＰＤＣＡサイクルに
基づく個別の支援・配慮
の改善」を行うととも
に、育てたい資質・能力
をもとに教科横断的な視
点で相互の関連付けや手
立てを考える。
・ねらいに応じて自己選
択決定しながら学びに向
かえるよう個別最適な学
びとなる授業づくりを追
求する。そのための教師
のファシリテーター力の
向上を図る。

□学力調査等正答率
40％以下の児童の割
合(国語7.7％算数
30.8％)となった。
（表①参照）また，
学力の伸びがある児
童(国語51.3%算数
79.1％)となった。
（表②参照）引き続
き算数が課題とな
る。

③児童の運動意欲・
体力の向上
・各学期に1回は，
体育の授業改善をね
らいとした授業交流
を行う。
・課題種目を設定
し，委員会活動を中
心に，様々な運動や
体を使った遊びを企
画し，楽しみながら
体力の向上が図れる
ようにする。

〇児童アンケートで
「運動やスポーツを
全くしない」と答え
る児童を８％以下に
する。

□児童アンケートで
「運動やスポーツを
全くしない」と答え
る児童は4％であっ
た。
□体育の授業改善に
向けて領域別系統表
をもとに実技研修を
行う等、改善に努め
た。
□児童の運動環境
（運動器具等）の整
備に努めた。

・新体力テストの課題
種目について、授業に
体力を高める運動を取
り入れたり、児童会等
と連携したりして体力
向上週間を設け、再測
定を行う。
・児童会と連携した異
学年交流の場を企画
し、普段体を動かして
遊ぶことが少ない児童
が運動をする機会を設
ける。

【表①】

【表②】

【表③】
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４０％未満の達成度

ある程度目標を達成できた。

あまり目標を達成できなかった。

目標を達成できなかった。

８０％以上１００％未満の達成度

1

取組の目的に対する共通理解が顕著に認められ，状況の変化，問題が生じた際は，協同
的な課題解決が十分に図られた。

取組の目的に対する共通理解が認められ，状況の変化，問題が生じた際は，協同的な課
題解決が概ね図られた。

取組の目的に対する共通理解が一定程度認められ，状況の変化，問題が生じた際は，協
同的な課題解決がある程度図られた。

取組の目的に対する共通理解が認められ難く，状況の変化，問題が生じた際の協同的な
課題解決があまり図られなかった。

取組の目的に対する共通理解が認められず，状況の変化，問題が生じた際の協同的な課
題解決が図られなかった。

1

4

3

2

1

目標を概ね達成し，望ましい成果をあげた。4

3

2

目標をある程度達成し，一定の成果をあげた。

目標を下回り，成果よりも課題が多かった。

目標を大きく下回り，成果が認められなかった。

十分に目標を達成できた。

概ね目標を達成できた。

６０％以上８０％未満の達成度

４０％以上６０％未満の達成度

5

4

3

2

評点

5

評価基準

[プロセス評価の評価基準]

評点

5

評価基準 評点 評価基準

[達成評価の評価基準] [総合評価の評価基準]

4

・「わくわくちゅう
ちゃんタイム」の充実
を図り、クラスでリフ
レクションを共有し、
児童相互の意味付けや
価値づけを行えるよう
な機会を設ける。
・異学年でリフレク
ションを交流する時間
を設け（学習発表会の
練習やたてわり掃除
等）、児童同士が価値
づけられるようにす
る。

○児童アンケートで
自己肯定感・自己有
用感に関する質問に
おいて，肯定的評価
を８５％にする。

〇児童のリフレク
ションを分析し，自
他への理解が深まっ
ていると捉えること
ができる児童を８
５％以上にする。

□児童アンケートで
の肯定的評価は、自
己肯定感82.2％自己
有用感84.2％であっ
た。

□児童のリフレク
ションで，自他への
理解が深まっている
と捉えることができ
る児童は77.2％で
あった。

4

4

目標を大幅に達成し，十分な成果をあげた。 １００％以上の達成度

・校務補助員に依頼で
きる業務を増やし、子
どもと向き合う時間が
増えるようにしてい
く。

・学校だよりをカラー印刷
にする等して、学校からの
情報に対する保護者の興味
や関心を増やしていく。
・理事会等で学校教育活動
についての報告を継続して
行い、感想や意見をいただ
く機会を増やす。

3

〇望ましい集団づく
りの実現
～自分を磨き，とも
に学び支え合う児童
の育成～

児童同士，地域や専
門家等との関りを通
して学び合い，自己
及び集団のよりよい
あり方について考え
る児童の育ちを支援
する。
　・自治活動

①リフレクションの
更なる充実
・個人やクラスのリ
フレクションを共有
できる場を設定する
ことにより，異学年
における望ましい集
団づくりを進める。
・自他への理解を深
めるために，児童相
互の意味付けや価値
付けを行う機会を増
やす。

〇信頼される学校づ
くり
～学ぶ実感・やりが
いの実感～

継
続

教職員のやりがい・
充実感の向上を図る

①子どもと向き合う
時間の確保
・子どもと向き合う
時間の確保につなが
る業務改善の具体に
取り組む。（下校指
導・会議の時間厳守
等）
②カリキュラムの交
流時間の設定
・カリキュラムマネ
ジメントの交流の時
間を設け，効果的な
学びを推進してい
く。
③学校教育活動に対
する保護者や地域の
方の思いや意見を把
握する。

〇教職員の時間外勤
務時間月45時間未満
を100％にする。

〇教職員アンケート
「子どもと向き合う
時間の確保に努めて
いる」，「充実感と
やりがい」[個性が認
められている」にお
ける肯定的評価を
90％以上にする。

〇保護者アンケート
「満足度」90％以上
にする。

□暮会の時間を早め
た。16:40⇒15:15
□教職員の時間外勤
務時間は、教頭以外
100％だった。

□教職員アンケート
の肯定的評価は「子
どもと向き合う時間
の確保に努めてい
る」88.9％，「充実
感とやりがい」
100％[個性が認め
られている」100％
だった。

□保護者アンケート
「満足度」の肯定的
評価は97.3％だっ
た。

3

3


